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「災害時船舶活用医療整備推進法」 
2021年6月議員立法成立一周年記念 
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プログラムⅠ基調講演：推進法成立の教訓と災害大国の未来について/ １0 min 
額賀福志郎 超党派・災害時医療等船舶利活用推進議員連盟 会長（自由民主党） 
 

令和3年6月11日成立した左記載の「災害時における船舶を活用 
した医療提供体制の推進に関する法律（推進法）」を実施法帰 
結が目標。 
 
《方策》 
 
記１．重要点は昨年6月11日に成立した「災害時船舶活用医療整 
備推進法」（概要左記）の第七条ー第十五条を内閣に船舶活用医 
療推進本部を設置し、万全な災害医療体制を早期に構築し所轄 
省庁を決める目的を有する。 
 
記２，政府は国・都道府県・市町村の連携を取りつつ、危機管理 
体制について一元的な司令塔機能を持つ組織の設置を早急に 
検討すべきであること。 
 
記３．災害対応の専門家やボランティアが、適切な役割分担し、 
機能的活動ができるよう人材育成と技術支援の制度構築は少 
子高齢化を安全保障最大の危惧として災害に備える組織改革 
を国民共有の課題と位置付ける。 
 



 
プログラムⅡ：災害対応の専門家やボランティア人材育成と技術支援の制度構築/３0 min 
キースピーカー：ウクライナでのボランティア活動/大西 健丞 ピースウィンズジャパン/  
議論：有賀 徹/労働者健康安全機構 x 山口 芳裕/杏林大学教授  x 砂田 向壱/モデレーター 

イメージ： Technisches Hilfswerk ドイツ連邦技術支援庁（THW） 
本部：ボン/内務省所管市民保護法に基づき1950年設立のボランティア育成・活動支援機関 
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スウェーデン：市民緊急事態庁（MSB）（内務省＋ボランティア） 
https://www.msb.se/en 
 

 

スペイン：雇用・社会保険省海事社会局所管病院船＋医師ボランティア） 
https://second.wiki/wiki/juan_de_la_cosa_2006 

イギリス：RNLI（王立慈善団体ボランティア） 
https://www.facebook.com/RNLICollege/ 
 

 

フランス：災害技術支援組織Valavreヴアラヴレ（内務省＋ボランティア） 
       https://www.valabre.com/ 

 

ドイツ：災害技術支援庁（内務省＋ボランティア） 
https://www.facebook.com/thw.de/ 

 

ポルトガル：災害技術支援市民組織（内務省＋ボランティア） 

http://www.prociv.pt/en-us/Pages/default.aspx 
 

イタリア市民ボランティアオペレーションセンター 
Incendio Montegualandro - immagini varie –www.protezionecivilecover  
                        . 

 
脱炭素社会に向けて〜災害に強い 

医療提供体制と電力 
船舶の電力システの活用 

 

米海軍病院船マーシーと船内 

https://www.msb.se/en
https://second.wiki/wiki/juan_de_la_cosa_2006
https://www.facebook.com/RNLICollege/
https://www.valabre.com/?fbclid=IwAR3ie-NEhjzWeb-8TbghzCZx6Z0bVCG8zBAA7lMIwj2unRyUybdEhKEq-18
https://www.facebook.com/thw.de/
http://www.prociv.pt/en-us/Pages/default.aspx
http://www.prociv.pt/en-us/Pages/default.aspx


 
プログラムⅢまとめ：本部設置の申し入れと議員連盟が目指すところ/  30 min 
議論：横山 信一 議員連盟 筆頭副会長（公明党） x 梅村 聡議員連盟 副会長（日本維新の会） 
モデレーター：津島 淳 超党派・災害時医療等船舶利活用推進議員連盟 事務局長（自由民主党） 
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⼀. 発生予測不可能な⼤災害に備え、船舶を活⽤した医療提供体制の整備の検討
  を加速し、早期に内閣に船舶活⽤医療推進本部を設置し、万全の災害医療提供 
  体制を構築すべきである。 
⼆. 整備推推進計画に当っては、政府は国・都道府県・市町村の連携を取りつつ 
 、危機管理体制について⼀元的な司令塔機能を持つ組織の設置を早急に検討 
  すべきである。 
三. 災害時における気象現象や地震警報などの災害情報について、関係機関が 
  常時共有していく体制を整備すると同時に、災害対応の専⾨家やボランティアの 
  有志の皆さまが、適切な役割分担の上に機能的活動ができるよう⼈材育成と 
  技術⽀援の制度構築が不可⽋である。 

 


	スライド番号 1
	��� ��プログラムⅠ基調講演：推進法成立の教訓と災害大国の未来について/ １0 min�額賀福志郎　超党派・災害時医療等船舶利活用推進議員連盟 会長（自由民主党）�
	�プログラムⅡ：災害対応の専門家やボランティア人材育成と技術支援の制度構築/３0 min�キースピーカー：ウクライナでのボランティア活動/大西 健丞 ピースウィンズジャパン/ �議論：有賀　徹/労働者健康安全機構　x　山口　芳裕/杏林大学教授　 x　砂田　向壱/モデレーター
	�プログラムⅢまとめ：本部設置の申し入れと議員連盟が目指すところ/  30 min�議論：横山　信一 議員連盟 筆頭副会長（公明党） x 梅村　聡議員連盟 副会長（日本維新の会）�モデレーター：津島　淳　超党派・災害時医療等船舶利活用推進議員連盟 事務局長（自由民主党）� �

